
６ 教 育 研 究 等 

 

（１） 訪問教育研究会（訪問教育担当教員講習会） 

ア 趣 旨 

訪問教育担当教員及び、重度・重複障害児の担当教員を対象に専門的な知識及び技術を

修得するための講習会を開催し、もってその指導力の向上を図る。 

イ 参加者  訪問教育担当教員等 26 人 

ウ 期 日  平成 28年８月３日（水） 

エ 会 場  長野県松本養護学校 

オ 研究内容 

(ｱ)実践発表 

子どもとの生活づくり 

(ｲ)グループ別討議 

      Ａグループ：校外学習・修学旅行等行事への参加 

Ｂグループ：卒業後の生活、地域との連携 

Ｃグループ：授業づくり、コミュニケーション 

 

（２） 特別支援教育研究委員会（ハンドブック作成委員会） 

障害のある子どもたちが、一人一人の実態の応じた「合理的配慮」の提供により持てる

力を最大限発揮できる教育が実践されるよう、合理的配慮の提供事例や副学籍等の取組に

ついてまとめた「合理的配慮実践事例集」を作成し、市町村教育委員会、小・中・高・特

別支援学校や関係機関等へ配布し、情報提供と理解啓発を図った。 

 

７ 進 路 指 導  

 

（１） 中学校特別支援学級進路指導研修会 

ア 趣 旨 

     中学校の特別支援教育担当教員を対象に進路指導の基礎的研修を行うことを通して、進

路指導にかかわる実践的指導力の向上を図る。 

イ 参加者  中学校特別支援学級担任、高等学校特別支援教育コーディネーター、 

特別支援学校教育相談等     200 人 

ウ 期日及び会場  平成 28年７月 12日（火） 長野県総合教育センター 

オ 内 容 

(ｱ) 情報提供「中学校特別支援学級における進路指導について」 

(ｲ) 講演「発達障がい等のある生徒の進学支援」 



(ｳ) 情報提供「進路決定までの基本的な流れ（高等学校・特別支援学校高等部）」 

(ｴ) 地域別情報交換会 

自校の課題と取組、地域の子どもを支える連携について 

 

８ 障 が い 児（者）理 解 

 

○ 交流教育提携校 

特別支援学校と 96校の保育所・幼稚園、小学校、中学校、高等学校等とが提携し、通常の学

習、運動会などの学校行事や、児童、生徒会の活動などを通して交流した。 

 

 

  ９ 研 究 指 定 校 等（文部科学省委託事業） 

 

（１）「高等学校段階における特別支援教育の充実に関する実践研究」（３年目） 

高等学校において、個別の障がいに応じた学習活動を指導することができるよう、教育

課程の特例（学校教育法施行規則第 85条）を適用し、箕輪進修高等学校において、障がい

に応じた特別の指導の実践研究を行った。 

 

 

10 特 別 支 援 教 育 就 学 奨 励 費 

 

特別支援学校に就学する児童・生徒の保護者に対して、経済的負担を軽減する目的で、特別支

援教育就学奨励費を支給した。 308,986,231円 （国庫１／２以内 154,492,824 円） 

 

 

11 学 校 評 議 員 

 

平成 14 年度から特別支援学校に学校評議員制度を導入した。 

１校当たり５～８名程度   全 18 校に設置 


